
第七回

表情アニメーション入門

3DCGソフトMaya
初心者向け基礎講座

[アニメーション編]

目標：キャラクターに簡単な表情変化をつける

これまでの講座で、キャラクターの体全体の動きを作成する方法を学びました。第七回では、

キャラクターをさらに生き生きとさせる「表情」のアニメーションに挑戦します。

今回は、電気 スタンドのキャラクターに目と口を追加し、Mayaの「ブレンドシェイプ」とい
う機能を使っ て、まばたきや笑顔といった基本的な表情変化を作成する方法を学びます。
ブレンドシェイプは、キャラクターの表情制作において非常に重要で強力なツールです。この

講座で基本をしっかりマスターしましょう。

はじめに

・表情の元となる簡単なパーツ（目、口）を作成する。 
・ブレンドシェイプの基本的な仕組みと正しい使い方を理解する。 
・「まばたき」と「笑顔」の表情を作成し、キーフレームで簡単な表情アニメーションをつける。

今回のポイント



リギング済みのキャラクターデータを開いたところ。

※ 付属のサンプルMayaデータ「Lesson07_s1.mb」もご参照ください。

（リギング済みの電気スタンドキャラデータです。）

「円形」→「オプション」を選択



3つの「円形」が重なって表示されているところ



3つ目の「円形」を選択して、
フェースモードにする。



上半分をマウスドラッグで選択して 　　delete（削除）キーを押す　　

キーボード「F8」キーで「オブジェクトモード」に戻し、
作成した半円を口の位置に移動させる。

作成した半円の名前を
分かりやすい名前に書き直す。



※フリーズをすると「0」（スケールは1）になるので、
　数値が分かりやすい。

1. 顔パーツ（目、口）を選択

2. 「トランスフォームのフリーズ」を押す



1. 顔パーツ（目と口）を選択

2. 「Ctrl」キーを押しながら、
頭のジョイント（頭の骨）を選択

3. 「p」キーを押すと、
頭のジョイントの下に
顔パーツが親子付けされる。



1.  くちパーツを選択し、
「Ctrl」+「d」キーを押す

2.  複製された、くちパーツの
「名前」を変更する

3.  複製された、くちパーツは、
横に移動させておくと良い。

5. 複製した、くちパーツの頂点を動かして、　笑顔のくちの形にする。

4. キーボードの「F9」キーで、頂点選択モードにする。



1.  目パーツを選択し、「Ctrl」+「d」キーを押す 

2. 複製された、目パーツの

「名前」を変更する

3. 複製された、目パーツは、

横に移動させておくと良い。

4. キーボードの「F9」キーで、頂点選択モードにする。 

5. 複製した、目パーツの頂点を（スケールY軸など）動かして、

目が閉じた状態の形にする。

※ 付属のサンプルMayaデータ「Lesson07_s2.mb」もご参照ください。

（ターゲットオブジェクトを作成済みのデータです。）



1.  笑顔の「くち」パーツを選択

2.  続けて、
キーボードの「Shift」キーを押しながら、

ベースの「くち」パーツを選択

2つの「くち」パーツが選択された状態で、
「ブレンドシェイプ」のオプションを開く



設定を確認して、「作成」を押す。

1.「左の閉じ目」を選択して
「Shift」キーを押しながら

2. ベースの「左目」を選択する12

3. さらに、「デフォーム」から
「ブレンドシェイプ」を押す 

※そして、右目も同じように選択した後、「ブレンドシェイプ」を押します。
実際にブレンドシェイプが出来たかどうかは、次のステップで確認します。



「シェイプエディタ」を選択する

スライダーを動かして、

くちが変形すればok。

これで、ブレンドシェイプの設定は完了です！ 

※ 付属のサンプルMayaデータ「Lesson07_s3.mb」もご参照ください。

（ブレンドシェイプ設定済みデータです。）



顔パーツを変形させるスライダー

アニメーションのキーを打つ所



左目のスライダー「0」のままで、 ここを右クリック
「現在のキー」を選択する

タイムスライダーは、1フレの状態で行います。

キーを打つと赤くなる

10フレにもキーを打つ



タイムスライダーを「12フレ」にする。
そして、左目のスライダーは、「1」にして、キーを打つ。

「14フレ」にして、スライダー「0」値にし、キーを打つ

キーを削除したい場合は、
赤色の部分を右クリックし「キーを除去」で、

キーを削除できます。



タイムスライダー「20フレ」にして、

　　　　「くち」のスライダーを「0」値の状態でキーを打つ

タイムスライダー「40フレ」にして、

「くち」のスライダーを「1」値の状態でキーを打つ

※ 付属のサンプルMayaデータ「Lesson07_s4.mb」もご参照ください。

（左目と口のアニメーションが設定済みのデータです）

タイムスライダーを20フレ～40フレの間で動かし、

ベースの「くち」の変形が確認できれば成功（完成）です！



1. ターゲットの方を三つとも選択する

2.  「Ctrl」+「g」でグループ化する

さらに、グループの名前も

分かりやすい名前に変更する。

3.  グループを選択した状態で「h」キーを押す

ターゲットにしていたオブジェクトが非表示になる

※再表示させたい場合は、非表示のオブジェクトを選択し

　「h」キーを押せば表示されます。

以上で、ブレンドシェイプを使った、表情アニメーションのやり方は完了です！

※ 付属のサンプルMayaデータ「Lesson07_s5.mb」もご参照ください。

（ターゲットのグループを非表示に設定したデータです）






